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大学教育を考える

　
本
誌

　
三
菱
重
工
か
ら
芝
浦
工
業
大
学

の
学
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
が
。

　
柘
植

　
私
は
三
菱
重
工
で
原
子
力
発
電

プ
ラ
ン
ト
な
ど
技
術
本
部
に
携
わ
り
、
政

府
の
総
合
科
学
技
術
会
議
で
科
学
技
術
行

政
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
の
工

学
教
育
の
空
洞
化
に
危
機
感
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
社
会
の
役
に
立
つ
工
学
教
育
を

行
う
と
い
う
意
識
が
弱
く
な
っ
て
お
り
、

産
業
構
造
の
変
化
に
大
学
が
対
応
で
き
て

い
な
い
の
で
す
。
本
学
の
源
は
一
九
二
七

年
に
創
立
者
の
有
元
史
郎
先
生
が
開
設
し

た
東
京
高
等
工
商
学
校
で
す
が
、
有
元
先

生
は
建
学
の
理
念
と
し
て
実
用
的
な
技
術

と
知
識
を
併
せ
持
っ
て
技
術
立
国
を
担
う

技
術
者
の
育
成
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
「
現
代
文
化
の
諸
相
を
教
材
と
し
、

社
会
的
活
動
の
意
義
を
体
得
す
る
実
学
教

育
」
を
行
っ
て
い
た
の
で
す
。
私
も
工
学

教
育
と
技
術
者
育
成
に
対
し
て
同
じ
考
え

を
持
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
八
〇
年
以
上

前
に
「
社
会
か
ら
学
び
、
社
会
に
役
立
つ

教
育
を
す
る
」
べ
き
だ
と
主
張
さ
れ
た
有

元
先
生
の
理
念
に
共
鳴
し
、
学
長
を
引
き

受
け
ま
し
た
。
多
く
の
工
業
大
学
や
総
合

大
学
の
工
学
部
が
工
学
離
れ
で
志
願
者
減

に
悩
ん
で
い
る
今
日
、
産
業
人
が
教
職
員

な
ど
と
し
て
も
っ
と
大
学
に
入
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

教
育
、研
究
、イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
一
体
推
進
を
強
化

　
本
誌

　
学
長
は
内
閣
府
総
合
科
学
技
術

会
議
の
議
員
と
し
て
、
現
在
実
行
中
の
第

三
期
科
学
技
術
基
本
計
画
の
策
定
に
参
画

し
ま
し
た
ね
。

　
柘
植

　
現
在
、
日
本
は
明
治
維
新
、
第

二
次
大
戦
敗
戦
後
の
復
興
に
次
ぐ
、
第
三

の
国
創
り
の
重
大
変
革
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
少
子
高
齢
化
と
労
働
人
口
の
急
激
な

減
少
下
で
、
ど
の
よ
う
に
持
続
可
能
な
国

力
と
そ
れ
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す
る
か

と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

能
力
強
化
と
地
球
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
な
ど
地
球
規
模
で
の
危
機
解
決
に
貢
献

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
築
能
力
の
実
現
が
二
一

世
紀
の
日
本
の
活
路
を
拓
く
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
教
育
、
研
究
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
一
体
推
進
が
肝
要
で
、
基
本

計
画
で
も
人
材
育
成
と
科
学
技
術
で
生
み

出
す
社
会
経
済
的
価
値
創
造
（
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
）
の
強
化
と
そ
の
源
流
を
担
う
大

学
の
競
争
力
強
化
を
打
ち
出
し
て
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
多
様
で
特
色
の
あ
る
教

育
研
究
活
動
を
活
か
し
た
私
学
の
強
化
を

国
策
と
し
ま
し
た
。
本
学
は
八
〇
年
以
上

に
わ
た
り
、
こ
れ
を
実
践
し
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
強
み
を
活
か
し
た
次
の
時
代
を

担
う
人
材
育
成
教
育
と
研
究
、
社
会
貢
献

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
一
体
推
進
が
必
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
誌

　
二
〇
一
七
年
の
創
立
九
〇
周
年

に
向
け
て
大
学
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｓ
Ｉ
Ｔ

　
９
０
」
作
戦
を

推
進
し
て
い
ま
す
が
。

　
柘
植

　
芝
浦
工
業
大
学
の
創
立
九
〇
周

年
を
目
指
し
た
温
故
創
新
の
挑
戦
目
標
を

本
学
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
取
っ
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
　
９
０
と
命
名
し
ま
し
た
。
本

学
に
と
っ
て
創
立
八
〇
周
年
か
ら
創
立
九

〇
周
年
ま
で
の
一
〇
年
は
私
学
の
生
存
競

争
に
生
き
残
る
た
め
の
重
要
な
期
間
で
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
　
９
０
は
創
立
者
・

有
元
先
生
の
実
学
重
視
と
い
う
建
学
の
理

念
を
も
と
、
前
述
の
教
育
と
研
究
、
社
会

貢
献
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
一
体
推
進
を
さ

今
年
四
月
に
新
芝
浦
校
舎
が
開
校
、デ
ザ
イ
ン
工
学
部
を
新
設

実学重視の建学理念のもと、

創立90周年に向け活性化を推進
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ら
に
強
化
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
二

〇
〇
八
年
度
に
基
本
方
針
を
ま
と
め
、
全

学
を
挙
げ
て
取
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

平
田
賢
前
学
長
が
創
立
八
〇
周
年
記
念
式

典
で
掲
げ
ら
れ
た
「
世
界
水
準
の
授
業
の

提
供
」「
基
礎
か
ら
積
み
上
げ
る
専
門
教

育
の
充
実
」「
骨
太
の
実
践
技
術
者
教
育
」

「
正
課
、課
外
を
通
じ
た
人
間
形
成
」「
国

際
交
流
の
さ
ら
な
る
推
進
」「
新
分
野
へ

の
進
出
と
新
た
な
体
制
づ
く
り
」「
大
学

院
を
中
心
と
し
た
研
究
拠
点
形
成
」
と
い

う
七
つ
の
新
た
な
挑
戦
の
実
現
に
も
取
組

ん
で
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
工
学
部
を
シ
ス
テ

ム
理
工
学
部
に
名
称
変
更

　
本
誌
　
東
京
・
港
区
の
新
芝
浦
校
舎
が

竣
工
、
今
年
四
月
に
開
校
し
ま
し
た
ね
。

　
柘
植

　
本
学
は
江
東
区
豊
洲
に
新
キ
ャ

ン
パ
ス
を
建
設
、
二
〇
〇
六
年
に
芝
浦
に

あ
っ
た
学
部
や
大
学
院
、
本
部
機
能
を
移

転
し
、
芝
浦
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
は
大
学
と

民
間
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
が
協
力
、
日
本
で

初
め
て
の
試
み
で
あ
る
大
学
・
Ａ
街
区
、

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
・
Ｂ
街
区
、
ホ
テ
ル
・
Ｃ

街
区
か
ら
成
る
街
づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
新
し
い
街
は
芝
浦
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
（
ル
ネ
サ
イ
ト
）
と
名
付
け
ら

れ
て
お
り
、
四
月
に
全
街
区
が
完
成
、
新

し
い
芝
浦
校
舎
で
は
新
設
し
た
デ
ザ
イ
ン

工
学
部
の
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　
本
誌

　
シ
ス
テ
ム
工
学
部
を
シ
ス
テ
ム

理
工
学
部
に
名
称
変
更
し
ま
し
た
が
。

　
柘
植

　
シ
ス
テ
ム
工
学
部
は
従
来
の
解

析
型
の
工
学
に
対
し
て
最
適
な
モ
ノ
や
コ

ト
を
生
み
出
す
統
合
型
の
工
学
と
し
て
設

立
し
ま
し
た
が
、
複
雑
化
し
た
現
代
社
会

の
仕
組
み
そ
の
も
の
を
構
築
、
解
析
す
る

シ
ス
テ
ム
工
学
に
対
す
る
人
材
需
要
の
増

加
と
最
適
な
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
る
生
命

に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
、
さ
ら
に
シ
ス
テ

ム
科
学
の
ベ
ー
ス
と
な
る
数
理
科
学
の
充

実
に
伴
い
、
従
来
の
工
学
を
ベ
ー
ス
に
サ

イ
エ
ン
ス
系
を
取
り
込
ん
だ
幅
広
い
分
野

を
カ
バ
ー
す
る
必
要
か
ら
今
年
四
月
に
学

部
の
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
本
誌
　
今
年
四
月
に
は
複
合
領
域
産
学

官
民
連
携
推
進
本
部
と
総
合
研
究
所
を
新

設
し
ま
し
た
が
。

　
柘
植

　
同
本
部
は
単
に
企
業
と
大
学
と

を
結
び
付
け
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
企
業
と

大
学
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
体
制
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
両
者
が
有
す
る
資
源
を

有
機
的
に
結
び
付
け
る
こ
と
目
指
し
て
い

ま
す
。
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
は
外
国
の
技

柘
植
綾
夫（
つ
げ
・
あ
や
お
）氏

１
９
４
３
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
１

９
６
７
年
、
東
京
大
学
工
学
部
卒
業
。

１
９
６
９
年
、
東
京
大
学
大
学
院
修

士
課
程
修
了
。
同
年
、
三
菱
重
工
業

入
社
。
１
９
７
３
年
、
東
京
大
学
大

学
院
工
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。

１
９
７
８
年
、
三
菱
重
工
業
技
術
本

部
高
砂
研
究
所
原
子
力
研
究
推
進
室

長
。
２
０
０
０
年
、
同
社
取
締
役
技

術
本
部
長
。
２
０
０
２
年
、
同
社
代

表
取
締
役
常
務
。
２
０
０
５
年
、
内

閣
府
総
合
科
学
技
術
会
議
常
勤
議
員
。

２
０
０
７
年
１
月
、
三
菱
重
工
業
特

別
顧
問
。
同
年
１
２
月
、
芝
浦
工
業

大
学
学
長
に
就
任
。
工
学
博
士
（
東

京
大
学
）。
日
本
学
術
会
議
会
員
。

日
本
工
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
。

術
を
ベ
ー
ス
に
欧
米
に
追
い
付
き
、
追
い

越
せ
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在

の
日
本
を
築
き
、
支
え
て
き
た
訳
で
す
が
、

そ
こ
に
は
相
応
の
産
学
連
携
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

に
な
っ
た
今
は
自
分
で
白
紙
に
絵
が
描
い

て
、
そ
れ
を
創
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
構
造
に
変
化
し
て
お
り
、

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
産
学
連
携
が

不
可
欠
に
な
っ
て
い
ま
す
。


